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東岡崎駅交通結節点整備のための各種条件を整理しました。 
 １１月２２日（水）午前９時 分よ 、３０ り

第３回 岡 駅交通結節点整備 を開催東 崎 検討会

し し 。ま た 今回は、バ 停や シス タク ープール

などと っ 施い た 設の配置 し を具体的の かた に

し あ検討 ていくに たり、 となる 柄条件 事 につ

いて整理し し 。ま た 以下 項目 分け 、の２ に て

で 論 内容 お知らせし検討会 の議 の について ま

す。 

① 第２回検討会まで 与条件と基本方針の  

② 第３回検討会で検討 たし 与条件と基本方針 

 

 

① 第 回検討２ 会 の与条件と基本方針まで  

項 目 与 条 件 の 内 容 基 本 方 針 

用地 
 現在の広場の東側へ用

地を拡張する 

 六所神社の敷地の西側までを対象用

地とする(約8,000 ㎡) 

道路網 
 堤防道路を交互交通に

し、南北道路を配置する 
 駅前広場の入口と出口を分離する 

駅前広場の位置・区域 
 景観形 を考慮し、明代成

橋側（西側）に配置する 

 バス、タクシーのスペースを地上レ
ベルに配置する 

駅前広場 

 歩行者と車の動線を分
離する 

 限られた用地の中で駅
前広場の機能を確保 

 広場を立体化する 

駅前広場の面積 

 最低 4,600 ㎡以上（98

式算定値年 7,000㎡が目

標） 

 層式立体駅前広場とすることで必２

要面積を確保する 

駅舎 

 立体駅前広場及び自由
通路と 体的に検討す一

る 

 橋上駅舎にする 

 桁下から軌道面まで 6.5ｍ以上の建

築限界を確保する 

第３回検討 での議論の内容会  

●道路網について 

意堤防上 道路の 拡幅 は反対だ。拡幅 よに に

っ 景観が阻害さ ると う意見 ある。て れ い も

駅 道路が混雑する 帯は朝と前の 時間 昼と

夕方 限ら 、に れ そ 他 帯はの の時間 ほぼ 信１

号で通過で るき 状態 あるに 。 

ＶＯＬ．３ 

 
東岡崎駅交通結節点整備検討会の内容をお伝えします 

回覧 

２００７年１月１ 日５  
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意将来 交通量予測 よ ばの に れ 、駅 道前の県

だけで交通を処理する は難しの い で、今の

と ろ、堤防道路が必要だと う判断をの こ い

せざるを得な 。い  

意 し 堤防道路はダメ だと言う なら、も 「 」 の

一色線沿線 住 協力し らっ 、一の 民に ても て

色線を拡幅しな と駅 渋滞は解消でい 前の

な だろう。き い  

 

質一色線について、 帯時間 で一般車を進入

禁止 しに たり、バ 専用ス とし する はたり の

可能 。か  
回 皆さん方がやろうと う気持市民の い ち

なっ らえ ば、警察と 協 し、可に ても れ も 議

能 なると思う。に  

 
質堤防道路を 吹矢 で東の 橋ま 伸ばして一

般車 通 を可能 す ば、一色線 駅よの 行 に れ の

側 混雑が解消さ る可能性があるり東 の れ

ではな 。の いか  
回今後交通の流れを解析し 中で、ていく 堤

防道路 は、現在 案以外について の の案も、

必要 応じ 考え なけ ば けなに て ていか れ い

と思い う。 だ、た 堤防道路を 吹矢東の 橋ま

で伸ばし 一般車 通 を可能 して の 行 に た場

合、抜け道 よう ショ トカットする車の に ー

が増える で、色々な問の 題が出 る。てく ま

、た 現状では、歩 者行 や自転車 利用が非の

常 多 道路な で、合意を得る は難しに い の の

と思う。い  
 
② 第 回検討会３ で検討した与条件と基本方針 

 の見方表  ●：これまでの議論の中で触れられてきたこと 

       ☆：今回、新たに検討することとしてあがってきたこと 

項 目 与 条 件 の 内 容 基 本 方 針 

自由通路の位置 
 立体駅前広場及び橋上駅

舎と 体的に検討する一  

☆ 現在の地下通路の上部付近 

 橋上駅舎と 体的に検討を行う一  

 

駅ビル敷地の位

置・区域 

 

 

 景観形 を考慮し、東側に成

配置する 

 

☆ 鉄道用地に接するように配置する 

☆ 橋上駅舎及び自由通路に近接させる 

駅ビルの面積 ☆ 敷地面積約2,500 ㎡ ☆ 左記面積を確保するよう配慮する 

自 動 車 動 線処

理・ネットワー

ク 

 原則、東側に新設する交差
点が「ＩＮ」、西側の現在

ある交差点が「ＯＵＴ」 

 バス・タクシーと 般車を一

分離する 

☆ 般車は名鉄用地を通過一

しない 

 バス・タクシーは「東」から入り、「西」
から出るものとする 

☆ 般車は「東」から入り、２階のロータ一

リーで転回して「東」から出るものとす

る 

☆ バス・タクシー用の車線と 般車用の車一

線を設け、分離する 

歩 行 者 動 線処

理・ネットワー

ク 

 駅舎、自由通路、駅ビル、
駐車場・駐輪場及び既存商

店街との連絡性を確保す

る 

☆ 階デッキの桁下は２ 4.7ｍ

以上の建築限界を確保す

る 

 歩行者通路、広場を２階レベルに配置し、
左記施設間を連絡する立体的な歩行者ネ

ットワークを構築する 

 バス・タクシーバースへのアクセスは地
上レベルで確保する 
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バス・バース数 
 ８バース以上（現状量の確

保） 

☆ 左記の必要量を南側への乗り入れを考慮

しながら検証し、基本方針を定める 

タクシー・プー

ル数 

 13バース・プール以上（現
状量の確保） 

☆ 左記の必要量を検証し、基本方針を定め

る 

般車乗降バー一

ス数 
 可能な範囲内で確保 

☆ 階デッキ上に乗降バースを配置する２  

☆ 昇降用車路は「東」交差点に接続する 

☆ 車路の縦断勾配は「道路構造令・小型道

路・設計速度 20ｋｍの 12％以下」 

その他駅前広場

内導入施設 

 環境空間（交流機能、修景
機能）の確保 

 バリアフリー対策の実施 

☆ ２階デッキ上に多目的広場、修景広場等

を配置する 

☆ エレベータ、エスカレータ等について、

橋上駅舎・自由通路、駅ビル内の施設と

の役割分担を踏まえて今後検討する 

第３回検討 での議論の内容会  

●駅ビル敷地の位置・区域 

意明代 ら 景観を重視し橋か の て駅 をビル

側 置東 に と う と なっく い こ に たが、そうす

ると自由通路や駅舎が西側になり、歩 者行

と駅 と 動線がう なビル の まくいか なるく

ではなの いかと う懸念があい る。そ 中で、の

駅 をビル 側 配置し東 に て「景観」をとるの

か、そ とれ も西側 配置しに て「歩 者 動行 の

線」をとるのか、ど ら 一方し 選択でち か か

なき い関係が出 るてく が、そ は 側の時 東 に

固執せず、柔軟 対応し と考え る。に たい てい  
 
●自動車動線処理・ネットワーク 

意駅 がビル 側 あるとし東 に て、バ 、ス タク

シ 、一般車 車路をー の 一色線 ら駅 ほうか の

入 駅 を通し し うに れて ビルの前 て ま 合、場

駅 が鉄道側ビル に 下がる と大きく こ なに

っ し う。車路 位置、バ 、 シて ま の ス タク ー

を駅 入 る動線と う を今後前広場に れ い の

詳細 詰め ほし 。に て い 、また ２階へ一般車

を持っ る際、てく 階へ上がる め２ た の車路

が必要となるが、一色線 上 車路をの に つく

っ よ ではな 。ても いの いか  
意一色線 上 車路の に をつくる 合、場 4.7m
以上 さで 置しなけ ばならなの高 設 れ いの

で、そ 車路 影響範囲がど で との の こま か い

う とは し ら 。こ 検討 ても いたい  

●歩行者動線処理・ネットワーク 

意自転車・歩 者行 橋を乙 新川に たに 置設 す

る とこ は馬鹿げ るてい と う意見があっい

た。朝、夕方に歩 者と自転車が行 さんたく

橋を通るが、交通整理 よっ を渡る区に て橋

分けをする とで対応で る ではなこ き の い

。か  

意自転車・歩 者行 橋 置 は、の設 について 費

用対効果 問 だと思う。そ 額を投じの 題 の て

ど られく いの効果があるかで判断しても

らいたい。自転車・歩 者 を行 橋 架け ば、れ

駅 人 動 が 変わ 、そ し前の の き 大きく り れに

がっ 駅 方々が変わっ だけた て 前の ていた

ば、非常 な効果となっ る。れ に大き てく  

意堤防道路 明代 西側部分の 橋 は、について

歩道を ると別につく う 提でい 前 、拡幅を最

小限 すに る とがで ると思う。こ き そ 意味の
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では、歩 者行 ・自転車 新 は堤防道路橋の 設

負担を少な すると言う面でメ ットの く リ

がある。 

 
意歩 者、一般車を行 ２階デッキへ入 るれ こ

と は賛成である。駅 降に 前広場に りたタク

シーやバ 利用者が鉄道駅 際スの に行く に

は、エレベ 等で一度ーター 移動で るよに き

うな が必要 なる。もの に  
 
●バス・バース数（発着場所数） 

意バ とし は、 ロジェ ト 最ス て このプ ク の 大

ポ トは、南方面へ 路線の イン 行く 発着の を

南側 持っ る とである。広場に てく こ 堤防「

道路へ 迂回の 」は「南側へ 乗 入の り れの可

否」と ットで考え 。セ たい 南へ 乗 入の り れ

がで ずき に、さら 乙 方へ迂回しなけに 川の

ば けな となるとれ い い 、 す すま ま 遠回 でり

運転 る と なる。時間もかか こ に  
意堤防道路を走る と よっこ に て 要所 時間

は減る し な が、かも れ い バ 一乗客とすスの

ば、れ すぐ横 曲が ば駅な 、そ をに れ のに れ

北へ上がっ 回ると う は、精て い の 的な負神

担は非常 。に大きい  
全 的な視点 ら見 ば、南側へ バ市 か れ 行く

が南側 へ入る はス 広場 の 非合理的とは言

えない。地権者 方々と 約束やの の バ 導スの

入 でま 緯 あ 、合理性だけでは判断の経 も り

で な と ろ あると思うが、き い こ も この検討

では ずバ 数 妥当性を判断し会 ま ース の た

で、いの 南側へ 乗 入 を考慮しながらの り れ

バ バ 必要数を 証するよう しス ースの 検 に

たい。 
 
 
 

●その他 

意地元住 は、吹矢 駐車 と駐輪 用民 の 場 場の

地 鮮品等 買物に生 の 場所がで る とき こ を

望んで る。い  
意駅 活性化 め 地元とし 協力前 のた に て い

だける提案 は、今後 引 続た について も き き

考え ら 、要望等 出し ら 。ても い も ても いたい

よ 具体的な内容 なっ と 論しり に た きに議

。たい  
 
意 10 月 25 開催し日に た 岡 駅周辺東 崎 整

備研究懇談 では、会 37 万 ふさわし都市に

駅 整備、駅舎 整備等をしな と、い 前の の い

岡 が衰退する ではな と う崎市 の いか い 意

見があっ 。た  
 
※ 意：意見、質：質問、回：回答 
 
 
今後の検討会の開催予定 

第４回  
 日時 平成 年 ０１９ １月３ 日（火） 

後 ： ０ ら午 １ ３ か  
 場所 岡 職 健保 館体崎市 員 会 育室 
会議の公開 

 は公開し す。 、岡検討会 ていま また 崎市

ホ ムペ ジ 録や 資 をの ー ー にも会議 会議 料

掲載して す で 覧いま の ご ださ 。く い  

http://www.city.okazaki.aichi.jp/yaku

sho/ka1007/higashiokazaki.htm 

問合せ先 

 岡崎市企画政策部企画調整課 

電 話 0564-23-6452 

E - MAIL  
kikakuchosei@city.okazaki.aichi.jp 
 

 


